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小型船舶の船長は、以下の３つの事項を実践して、自船の安全を確保しましょう！

自船の安全確保３か条

 発航前は、船体とエンジン周り、燃料の量、バッ
テリーの状態を点検するとともに、最新の気象・
水路情報等を入手しましょう！



発航前検査チェックリスト
発航前検査は、船長の義務です。

発航前の検査義務違反は行政処分の対象となります。

エンジン始動前の検査

エンジン始動後の検査

11 回転計、冷却水温度計、油圧計、電流計または電圧計は正常値を指していますか。

エンジンの状態確認

12 冷却用の海水は通常どおりの量及び勢いで排出されていますか。

13 エンジンから異常な音や臭いは出ていませんか。
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❶ 船体に亀裂や破口はないですか。

船体の検査

❷ エンジンルームや船底のビルジ （汚水） の量は普段より多くないですか。

❸ 航海計画に見合った燃料は十分にありますか。

エンジンの検査

❹ 燃料コック （バルブ） は開いていますか。
燃料フィルタやセジメンター （油水分離器）にゴミや水分の混入はないですか。

❺ エンジンオイル（潤滑油）の量は十分ですか。

❻ 冷却清水の量は十分ですか。

❼ バッテリーの液量は十分ですか。また、ターミナルは十分締め付けられていますか。

❽ ライフジャケットを着用しましたか。

救命設備等その他の検査

❾

10 気象・海象情報、水路情報は確認しましたか。

通信手段の充電量、予備バッテリーを確認しましたか。

□通報者の名前　　　　　　　　　　　 □船名、船種、乗船人数、船体の特徴
□どのような事故か　　　　　　　　　 □今通報している以外に利用できる連絡手段
 　（衝突、転覆、急病、海中転落など） □船舶の状況及び実施した措置
□事故発生場所（通報場所）はどこか　 □その他参考事項
　 （場所が不明な場合、出航場所及び事故発生場所への航行時間等）
□傷病者の人数、傷病の状況及び実施した措置

事故が発生したら、直ちに人命・船舶の救助を行うとともに、海上保安庁（118番）、付近
の船舶などへ以下の項目について連絡してください。
自船（乗船者）に緊急事態が発生していることを周りに知らせることが重要です。

もし事故が発生した時は？



救命胴衣着用義務範囲拡大にかかる啓発動画を掲載しています。
（国土交通省海事局作成）

違反の内容

※処分前歴とは、遵守事項違反等による処分又は海難審判所の
　裁決による操縦免許に係る処分の前歴をいう。

■ 遵守事項違反点数 ■ 行政処分基準

酒酔い等操縦、自己操縦義
務違反、危険操縦、
見張りの実施義務違反

転落防止措置義務違反、
発航前の検査義務違反

点数

3点 6点
3点

無 （処分の対象外）

有 業務停止
3月

業務停止
4月

業務停止
5月

業務停止
1月

業務停止
2月

業務停止
6月

過去1年以内の違反累積点数

過去3
年以内
の処分
前歴※

4点 5点 6点

2点 5点

他人を死傷
させた場合

これらの遵守事項に違反すると、業務停止等行政
処分の対象となる場合があります。（下記参照）

事故時の人命救助
事故が発生した場合等には、人命
救助に必要な手段を尽くさなけ
ればなりません。

小型船舶操縦者の遵守事項
プレジャーボートその他の小型船舶を安全に利用していただくため、
小型船舶操縦者（船長）に対し、法令で遵守事項を定めています。

●酒酔い等操縦の禁止 ●危険操縦の禁止 ●免許者の自己操縦
水上オートバイを操縦するとき
（全ての水域）、ボート等で港則
法の港内や海上交通安全法の航
路内を航行するときは、免許受有
者が直接操縦しなければなりま
せん。

●救命胴衣の着用
次の場合は、救命胴衣等の着用
が義務づけられています。
○水上オートバイに乗船する者
○満12歳未満の子供
○単独乗船の漁船で漁労作業を
 する者
○暴露甲板に乗船している者
ただし、命綱等を装着している
場合や旅客船の乗客、船室内に
いる場合は除外されます。

●見張りの実施
航行の安全を確保するため、周囲
の水域の状況や他の船舶の動向
等を十分に判断することができ
るよう、常時適切な見張りを確保
しなければ
なりません。

●発航前の検査

危険 OK!
 

平成30年2月1日から義務化
されました！！

飲酒等の影響により、正常な操
縦ができないおそれがある状態
で、操縦することは禁止されて
います。

遊泳者等に危険を及ぼすおそれ
がある操縦を行ったり、遊泳区
域内に不用意に侵入する等の操
縦は禁止されています。
※遊泳者等とは、遊泳者のほか、サーフィン、
　ダイビング、ヨット、カヌー、水上スキー、
　ミニボート等の水面の利用者を指します。

発航前には､航行の安全に支
障をきたさないよう､燃料や
オイルの量の点検､気象･水路
情報等の収集､船体･機関の状
態等の検査を実施しなければ
なりません。



「海の安全情報」などで最新の気象海象を確
認し、悪化が予想される場合には出航の取り
止めや早期帰航の決断をしましょう。

機関故障を防止するため、「適切な発航
前検査」と「整備事業者等による定期的
な点検整備」を実施しましょう。

過去５年の累計（H28～R2）

主原因︓整備不良

主原因：見張り不十分

主原因︓気象海象不注意

機関故障（全体の約２割）

衝突と乗揚（全体の約３割）

転覆（全体の約５割）

船体 エンジン

バッテリー 燃料

潤滑油

冷却水

海の安全情報
海上保安庁では、全国各地の灯台等で

, 

小型船舶の事故原因

小型船舶の死者・行方不明者を伴う
事故種類別

プレジャー
ボート, 
4,754隻,
47％

衝突,
 1,396隻,
 18%

その他, 
2,795隻, 
36%

その他,
 34隻, 22%

運航不能
（機関故障）, 
1,284隻, 
16%

転覆, 
68隻,44%

衝突, 
20隻, 13%

乗揚,
 924隻, 
12%

浸水, 
15隻, 9%

乗揚, 
12隻, 8%

単独衝突, 
6隻, 4% 

運航不能
（推進器・舵障害）,
 678隻, 9%

運航不能
（無人漂流）, 
726隻, 9%

漁船, 
2,716隻,
27％

遊漁船, 
333隻,
3%

タンカー, 
347隻,3%

旅客船, 231隻,2%

貨物船, 
1,116隻,
11%

その他, 
702隻,
7%

合計
10,199隻

合計
7,803隻

合計
155隻

事故の発生状況

※プレジャーボート：レクレーションなどに用いる船舶で、　モーターボート、
　水上オートバイ、ミニボートなどをいいます。

原因と対策船舶事故の発生状況

衝突と乗揚（全体の約3割）

●双眼鏡、レーダーなどを活用し見張っていま 
 すか
●他の船舶、障害物、浅瀬が近くにありませんか
●今船がどこにいるか把握していますか

主原因：見張り不十分

機関故障（全体の約2割）

燃　料バッテリー

潤滑油船体

BATTERY

主原因：機関整備不良
機関故障を防止するため、「適切な発航前検査」と「整備事
業者等による定期的な点検整備」を実施しましょう。

冷却水

エンジン

転覆（全体の約5割）

「海の安全情報」などで最新の気象海象を確認
し、悪化が予想される場合には出航の取り止め
や早期帰航の決断をしましょう。 

主原因：気象海象不注意

海の安全情報
海上保安庁では、全国各地の灯台等で観測し
た気象・海象の現況などの様々な情報を「海の
安全情報」としてホームページ等で提供して
います。

パソコン用サイト スマホ用サイト 緊急情報配信
サービス



【事故の種類】

漁船・遊漁船の事故（過去５年の累計Ｈ28 ～R2 ）

〇約3割を占める､衝突を防止するため､航行中に限らず操業中や遊漁中も常時見
　張りを徹底し､近付いてくる船があれば早めの避航動作をとりましょう。

【衝突・単独衝突の原因】 【衝突・単独衝突の原因】

★ 衝突を防ぐためのポイント！

漁船・遊漁船の海難と安全運航のために

事故事例と事故防止対策
【プレジャーボートの事故事例(機関故障）】
事故船舶は、航行中に突如機関が停止し、航行不能に陥りました。船外機カバーを外し
内部を確認したところ、船外機内に直径5㎝の破孔が認められ、整備事業者による調査の
結果、金属疲労により、シリンダー付近のコンロッドが折れていることが判明しました。
★対策　整備事業者等による定期的な点検整備の実施

【ミニボートの事故事例(転覆）】
事故者は漂泊状態で釣りをしている途中、用を足すために立ち上がったところ、船体の
バランスが崩れ転覆しました。
★対策　船のバランスに注意（船内で立ち上らない）

【漁船の事故事例(衝突）】
事故者は、漁場向け航行中、漂泊中のプレジャーボートの存在に気付かず衝突しました。
調査の結果、お互いに適切な見張りを実施していないことが判明しました。
★対策　①常時見張りの徹底 ②早めの避航動作の実施

漁船 遊漁船

見張り不十分,
629隻, 79%

見張り不十分,
133隻, 83%

操船不適切,
18隻, 11%

居眠り運航,
 4隻, 2% その他,

 6隻, 4%

衝突, 
142隻, 
43%

その他, 
58隻, 17%

単独衝突,
 19隻, 6%

運航不能
（機関故障）,
39隻, 12%

乗揚, 
38隻,
11%

運航不能
（推進器・舵障害）,
 37隻, 11%

操船不適切,
67隻, 8%

その他, 
52隻, 7%

居眠り運航,
52隻, 6%

単独衝突,
100隻, 3%

衝突, 
700隻,
26%

運航不能
（無人漂流）, 
298隻, 11%転覆, 

294隻,
11%

乗揚, 
293隻,
11%

その他, 
1,031隻, 
38%

合計
2,716隻

合計
800隻

合計
161隻

合計
333隻

【事故の種類】



ミニボートの事故（過去５年の累計Ｈ２8～R2）
転覆・浸水の原因

海上保安庁が提供するミニ
ボートの事故防止のための
情報は【コチラ ⇒】

事故の種類

プレジャーボートの事故（過去５年の累計Ｈ28～R2）
運航不能（機関故障）の原因

★ 運航不能(機関故障)を防ぐためのポイント！

・発航前検査チェックリストを活用した適切な発航前検査の実施
・整備事業者等による定期的な点検整備の実施

〇 約２割を占める運航不能(機関故障)を防止するため､以下の事項を
励行しましょう。

★ 転覆・浸水事故を防ぐためのポイント︕

その他, 
1,707隻, 
36%

その他, 
117隻, 
11%

合計
4,754隻

合計
1,040隻

運航不能
（機関故障）, 
1,040隻, 
22%

運航不能
（機関故障）, 
1,040隻, 
22%

機関取扱不良,
532隻, 
51%

機関取扱不良,
532隻, 
51%

乗揚, 
594隻,
12%

不可抗力, 
140隻,14%

材質・構造不良,
251隻, 24%

衝突, 
554隻,
12%運航不能

（無人漂流）, 
421隻, 9%

運航不能
（推進器・舵障害）, 
438隻, 9%

転覆,
107隻,
26%

気象海象
不注意,
68隻, 
42%

その他の
運航の過誤,
45隻, 28%

操船不適切,
25隻, 16%

浸水,
98隻,
23%運航不能

（機関故障）,
54隻,13%

運航不能
（無人漂流）,
 37隻, 9%

衝突,
34隻,8%

その他, 
87隻, 21%

その他, 
23隻,14%

事故の種類

合計
417隻

合計
161隻

プレジャーボートを安全に利用するために

ミニボートを安全に利用するために

〇 約４割を占める転覆・浸水を防止するため､ミニボートに関する知識､
　 ミニボートの特性､推奨される装備品等が記載された｢ウォーターセーフティ
　 ガイド（ミニボート編）」を確認の上、安全運航を心掛けましょう。



海で安全に安心して楽しむための事故防止に関する情報を発信する総合安全情報
サイト「ウォーターセーフティガイド」では、海に関する知識、アクティビティ
ごとの特性や推奨される装備品、習得すべき技術等について掲載しています。

ウォーターセーフティガイド

トラブルシューティング

船外機
（4ストロークエンジン）

水上オートバイ船内機・船内外機
（ディーゼルエンジン）

海上での機関トラブルが多発しています。トラブル発生時はトラブルシュー
ティングを参考に、不具合の原因を探りましょう。

ツイッター公式アカウント
「@JCG_koho」

YouTube公式アカウント
「海上保安庁」

SNSによる情報発信
事故防止の情報や、安全啓発動画などをSNSにて発信しています。

海難速報
海上保安庁が広報した海難の概要を毎日掲載しています。

令和3年3月作成

船舶海難速報 マリンレジャー
人 身 海 難 速 報

海上保安庁からの情報提供海上保安庁からの情報提供
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